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子ども・子育て支援のニーズに関するアンケート調査  
 

 

小学生のお子様がおられる保護者の皆様へ 

 

 皆様には、日頃から本市の教育・子育て支援の取組にご理解とご協力をいただき誠にあ

りがとうございます。 

さて、国において 2012（H24）年 8 月に「子ども・子育て支援法」が制定され、この

法律に基づき、 豊岡市においても、2015（H27）年３月に「豊岡市子ども・子育て支援

事業計画」を策定し、子ども・子育て支援に関する事業を総合的に推進しております。 

現行の計画が 2024 年度で終期を迎えることから、また、2023 年４月に施行された

「こども基本法」を踏まえた新たな計画「豊岡市こども計画」を策定するために、市民の

皆様の子育てに関する状況や、市の事業施策に対するご要望・ご意見などを把握するため

のアンケート調査を実施することとし、住民基本台帳から小学生のお子さんを無作為に

1,000 人抽出し、その保護者の方にご協力をお願いするものです。 

ご回答いただきました内容は、子ども・子育て支援事業及び「豊岡市こども計画」の検

討にのみ利用させていただくものであり、他の目的には利用いたしません。 

つきましては、ご多忙のことと存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、アンケート

にご協力くださいますようお願い申しあげます。 

なお、回答は 2023（R5）年度の状況で、回答してください。 

 

2024 年３月 

豊岡市 

 

〇 ご記入にあたっての注意事項 

 ご回答は、黒または青の鉛筆、ボールペン、万年筆でお願いします。 

 ご回答いただいたアンケート用紙は、同封の返信用封筒に折り曲げて入れ、無

記名のままポストに入れてください。 

 もしくはインターネットから回答してください。 

ＵＲＬ：●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

 

 アンケートの締め切りは、４月●日（●）です。 

 その他、アンケートに関するお問い合わせは、下記にお願いいたします。 

記 

豊岡市 こども未来部  こども未来課 

〒668-8666  兵庫県豊岡市中央町 2 番 4 号 

TEL 0796-21-9118 

Mail kodomo-mirai@city.toyooka.lg.jp 

 

QR コード 

資料４－４ 
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豊岡市では、子ども・子育て支援法（平成２４年法律第６５号）に基づく新たな子ど

も・子育て支援の制度（以下「子ども・子育て支援新制度」といいます。）の下で、教

育・保育・子育て支援の充実を図るため、2015 年度から、５年間を一期とする「豊岡

市子ども・子育て支援事業計画」を作成し、計画的に給付・事業を実施しております。

（2020 年からスタートした第２期計画は 2024 年度をもって終了し、2025 年度から

第３期計画がスタートします）。 

 

本調査は、主にこの第３期計画期間で確保を図るべき教育・保育・子育て支援の「量の

見込み」を豊岡市が算出するため、市民の皆様の教育・保育・子育て支援に関する「現在

の利用状況」や「今後の利用希望」を把握するために行うものです。 

 

なお、ここで回答していただいた内容（施設や事業の利用希望等）によって、施設や事

業の具体的な利用の可否を確認・決定するものではありません。将来の生活の変化に応じ

て、利用希望を変更していただいて構いません。 

 

また、この制度は、以下のような考え方に基づいています。 

 

 子ども・子育て支援新制度は、急速な少子化の進行、家庭・地域を取り巻く環境の変

化に対応して、子どもや保護者に必要な支援を行い、一人一人の子どもが健やかに成

長することができる社会を実現することを目的としています。 

 

 子どもの成長においては、乳児期におけるしっかりとした愛着形成を基礎とした情緒

の安定や他者への信頼感の醸成、幼児期における他者との関わりや基本的な生きる力

の獲得、学童期における心身の健全な発達を通じて、一人一人がかけがえのない個性

ある存在として認められるとともに、自己肯定感を持って育まれることが重要です。

子ども・子育て支援新制度は、社会全体の責任として、そのような環境を整備するこ

とを目指しています。 

 

 子ども・子育て支援は、以上のような考え方をもとに、保護者には子育てについての

第一義的責任があることを前提としつつ、保護者が子育てについての責任を果たすこ

とや、子育ての権利を享受することが可能となるような支援を行うものです。 

地域や社会が保護者に寄り添い、子育てに対する負担や不安、孤立感を和らげること

を通じて、保護者が自己肯定感を持ちながら子どもと向き合える環境を整え、親とし

ての成長を支援し、子育てや子どもの成長に喜びや生きがいを感じることができるよ

うな支援を目指しています。 

 

  

回答するにあたってお読みください 
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（用語の定義） 

この調査票における用語の定義は以下のとおり 

 

・幼  稚  園 ：学校教育法に定める、３～５歳児に対して学校教育を行う施設 

（学校教育法第２２条） ※豊岡市では、４・５歳児の２年教育です。 

・保  育  所 ：児童福祉法に定める、保育を必要とする０～５歳児に対して保育を行う 

施設（児童福祉法第３９条） 

・認定こども園：幼稚園と保育所の機能を併せ持つ施設（就学前の子どもに関する教育、  

保育等の総合的な提供の推進に関する法律第２条第６項） 

・子  育  て ：教育・保育その他の子どもの健やかな成長のために行われる支援 

 

  

豊岡市こども計画(こども基本法) 
○豊岡市子ども・子育て支援事業計画 
 幼児期の学校教育・保育や地域の子育て支援について 

・量の見込み（現在の利用状況＋利用希望） 
・確保方策（確保の内容＋実施時期）   を記載 

○各法に基づく計画 
子どもの貧困対策の推進に関する法律 
子ども・若者育成支援推進法 
次世代育成支援対策推進法 
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お住まいの地域についてうかがいます。 

 

問１ お住まいの地区はどちらですか。（１つだけ○） 
 

１．豊岡（港地区を除く） ２．城崎（港地区を含む） ３．竹野 

４．日高   ５．出石   ６．但東 

 

問２ お住まいの小学校区はどちらですか。（１つだけ○） 
 

【豊岡】※港地区を除く 

１．豊岡   ２．八条   ３．三江 

４．田鶴野   ５．五荘   ６．新田 

７．中筋   ８．神美    

【城崎】※港地区を含む 

９．港 10．城崎 

【竹野】 

11．竹野 

【日高】 

12．府中   13．八代   14．日高 

15．三方   16．清滝 

【出石】 

17．弘道   18．福住   19．寺坂 

20．小坂   21．小野 

【但東】 

22．資母   23．合橋 

 

封筒のあて名のお子さんとご家族の状況についてうかがいます。 

 

問３ あて名のお子さんの生年月をご記入ください。（数字は□内に１つずつ） 

平成 □□年 □□月生まれ 

 

問４ この調査票にご回答いただく方は、あて名のお子さんからみてどなたですか。 
（１つだけ○） 

 

１． 父親   ２．母親   ３．その他（              ） 

 

問５ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（１つだけ○） 
 

１． 配偶者がいる  ２． 配偶者はいない 
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問６ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っている方は、あて名のお子さんから

みてどなたですか。（１つだけ○） 
 

１．父母ともに  ２．主に父親  ３．主に母親  ４．主に祖父母 

５．その他（             ） 

 

 

あて名のお子さんの保護者の就労状況についてうかがいます。 

 

問７ あて名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をお答えくださ

い。（（１）父親、（２）母親について、それぞれ１つだけ○） 
 

それぞれ当てはまる番号１つに〇 

↓        ↓ 

項目 （１）父親 （２）母親  

１．フルタイム※で就労している 1 １ 

⇒問７-1 へ 

２．フルタイムで就労しているが、 産休・育休・介

護休業中である 
2 2 

３．パート・アルバイト等※で就労している 3 3 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・

育休・介護休業中である 
4 4 

５．以前は就労していたが、 現在は就労していない 5 5 
⇒問９へ 

６．これまで就労したことがない 6 6 

※フルタイム…１週５日程度・１日８時間程度の就労 

パート・アルバイト等…フルタイム以外の就労 
 

問７で「１.～４.」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

 

問７－１ 就労日数、 就労時間をお答えください。 
（数字は□内に１つずつ。時間は０８時～１８時のように２４時間制。） 

 

項目 （１）父親 （２）母親 

① 週当たりの「就労日数」、 

１日当たりの「就労時間

（残業時間を含む）」 

１週当たり □日 

１日当たり □□時間 

１週当たり □日 

１日当たり □□時間 

② 家を出る時刻 

帰宅時刻 

家を出る時刻 □□時頃 

帰宅時刻   □□時頃 

家を出る時刻 □□時頃 

帰宅時刻   □□時頃 

※就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・

介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。  
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問７で「３.４.」（パート・アルバイト等で就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

⇒該当しない方は、問９へ。 
 

問８ フルタイム勤務の希望はありますか。 
（（１）父親、（２）母親について、それぞれ１つだけ○） 

 

それぞれ当てはまる番号１つに〇 

↓        ↓ 

項目 （１）父親 （２）母親 

１．フルタイム勤務の希望があり、実現できる見込みがある 1 1 

２．フルタイム勤務の希望はあるが、実現できる見込みはない 2 2 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 3 3 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 4 4 

 

問７で「５. ６.」（就労していない等）に○をつけた方にうかがいます。⇒該当しない方は、問１０へ。 

 

問９ 就労したいという希望はありますか。 
（（１）父親、（２）母親について、それぞれ１つだけ○。数字は□内に１つずつ。） 

 

（１）父親 
 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが      歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

希望する就労形態 ア．フルタイム 

イ．パートタイム、アルバイト等 

１週当たり □日  １日当たり □□時間 

（２）母親 
 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが      歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

希望する就労形態 ア．フルタイム 

イ．パートタイム、アルバイト等 

１週当たり □日  １日当たり □□時間 

 

  

□□ 

□□ 
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あて名のお子さんの病気の際の対応についてうかがいます。 

（平日の教育・保育を利用する方のみ）  
 

問１０ この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで学校を休んだことはありますか。 
（１つだけ○） 

 

１． あった ⇒問１０-１へ  ２．なかった ⇒問１１へ 

 

問１０－１ あて名のお子さんが病気やけがで学校を休んだ場合に、この１年間に行った対処方

法をお答えください。 

（いくつでも○。また、それぞれの日数も□内にご記入ください。） 

 ※半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください。 
 

当てはまる記号すべてに〇                   日数を□内に記入 

 

1 年間の対処方法 日数  

ア. 父親が休んだ ⇒ □□ 日 
 

イ. 母親が休んだ ⇒ □□ 日 
 

ウ. （同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった ⇒ □□ 日 

⇒問１１へ 

エ. 父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた ⇒ □□ 日 

オ. 病児・病後児の保育を利用した 

（保育所（園）で実施しているサービスを含む） 
⇒ □□ 日 

カ. 仕方なく子どもだけで留守番をさせた ⇒ □□ 日 

キ. その他（                            ）  □□ 日 

 

問１０-１で「ア.」「イ.」のいずれかに回答した方にうかがいます。⇒  ア． イ．以外の方は問１１へ 

 

問１０－２ その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われました

か。（１つだけ○。また、利用したい日数も□内にご記入ください。） 

なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかり

つけ医の受診が必要となります。 
 

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい⇒     □□ 日 ⇒問１１へ 

２．利用したいとは思わない ⇒問１０-３へ 

 

問１０-２で「２．利用したいとは思わない」に○をつけた方にうかがいます。 

 

問１０－３ そう思われる理由についてお答えください。（いくつでも○） 
 

１．病児・病後児を他人に看てもらうのは不安 ２．地域の事業の質に不安がある 

３．地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・

日数など）がよくない 

４．利用料がかかる・高い 

５．利用料がわからない ６．親が仕事を休んで対応する 

７．その他（                       ）  
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不定期の宿泊を伴う一時預かり等の状況についてうかがいます。  

 

問１１ 宛名のお子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育

児疲れや育児不安、病気など）により、泊りがけで年間何日くらい家族以外に預ける必要が

あると思いますか。 

短期入所生活援助事業（ショートステイ）（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業）の

利用希望の有無について○（いくつでも）。また、利用したい泊数の合計と、目的別の内訳の泊数を

□内にご記入ください。数字は一枠に一字。） 

なお事業の利用に当たっては、一定の利用料がかかります。 

 
当てはまる番号・記号すべてに〇       １年間に利用したい泊数の合計と、目的別の泊数を記入 
 

１．利用したい ⇒ 計 □□泊 

  

ア. 冠婚葬祭  ⇒ □□泊 

イ. 保護者や家族の育児疲れ・不安  ⇒ □□泊 

ウ. 保護者や家族の病気   ⇒ □□泊 

エ. その他（                                   ） ⇒ □□泊 

２． 利用する必要はない 

 

  



 

9 

 

あて名のお子さんの放課後の過ごし方についてうかがいます。 
 

問１２ あて名のお子さんは、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごして

いますか。（いくつでも○。また、それぞれの日数等も□内にご記入ください。） 
 

当てはまる番号すべてに〇                         日数等を□内に記入。 

 

１．自宅  ⇒ 週□日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅  ⇒ 週□日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）  ⇒ 週□日くらい 

４．市が行っている放課後児童クラブ  ⇒ 
週□日くらい 

→下校時から□□時まで 

５．民間で実施している放課後児童クラブ ⇒ 
週□日くらい 

→下校時から□□時まで 

６．放課後子ども教室（地域の方の協力を得て、放課後や週

末に地区コミュニティセンター等で、スポーツや文化活

動などをする事業） 

⇒ 週□日くらい 

７．その他（公園、図書館、放課後等デイサービスなど） ⇒ 週□日くらい 

 

問１３ あて名のお子さんについて、放課後児童クラブを利用したいと思いますか。 

   （次の（１）～（４）の項目別に、①小学校低学年、②小学校高学年のそれぞれについて１つだ

け○。また、「１」に○をつけた場合は利用したい時間帯も□内にご記入ください。） 
 

※お子さんが小学校低学年の場合は、小学校高学年になった時を想定して、②小学校高学年の欄にもご回答

ください。 
 

（１）平日の放課後 

 

当てはまる番号に〇 時間帯等を□内に記入（時間は２４時間制） 

①小学校低学年（１～３年生） ②小学校高学年（４～６年生） 
 

１．利用したい 

→週□日、下校時から□□時まで 

２．利用する必要はない 

 

１．利用したい 

→週□日、下校時から□□時まで 

２．利用する必要はない 

 

（２）土曜日 
 

①小学校低学年（１～３年生） ②小学校高学年（４～６年生） 
 

１．利用したい 

→□□時から□□時まで 

２．利用する必要はない 
 

 

１．利用したい 

→□□時から□□時まで 

２．利用する必要はない 
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（３）日曜、祝祭日 
 

①小学校低学年（１～３年生） ②小学校高学年（４～６年生） 
 

１．利用したい 

→□□時から□□時まで 

２．利用する必要はない 
 

 

１．利用したい 

→□□時から□□時まで 

２．利用する必要はない 
 

 

（４）長期休業中（夏休み・冬休み等） 

 

①小学校低学年（１～３年生） ②小学校高学年（４～６年生） 
 

１．利用したい 

→週□日 

□□時から□□時まで 

２．利用する必要はない 
 

 

１．利用したい 

→週□日 

□□時から□□時まで 

２．利用する必要はない 
 

 

 

ここからは、主に「豊岡市こども計画」を策定するための設問です。 

 

こどもの権利についてうかがいます。 

 

問１４ あなたは、「こどもの権利」を知っていますか。（１つだけ○） 
 

１．知っている    ２．知らない 

 

問１５ 子どもの権利の中で特に大切だと思うことはどれですか。（１つだけ○） 
 

１．人種や性別、宗教などで差別されないこと 

２．障がいのある子が差別されないこと 

３．こどもが知りたいことを隠さないこと 

４．暴力や言葉で傷つけないこと 

５．家族が仲良く一緒に過ごす時間をもつこと 

６．自分の考えを自由に言えること 

７．人と違う自分らしさが認められること 

８．自分の秘密が守られること 

９．自分のことは自分で決められること 

10．自由な時間をもつこと 

11．自由な呼び掛けでグループを作り集まれること 

12．必要な情報を知ることや、参加する手助けを受けられる  
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理想の子ども数についてうかがいます。 

 

問１６ あなたは、子どもは何人くらいほしいですか。（１つだけ○） 
 

１．１人 

２．２人 

３．３人 

４．４人 

５．５人以上 

 

問１７ あなたは、何人の子どもを持つおつもりですか。（１つだけ○） 
 

１．１人 

２．２人 

３．３人 

４．４人 

５．５人以上 

 

問１８ 持つつもりの子どもの数が、理想とする子どもの数より少ない方に伺います。 

持つつもりの子どもの数が、理想とする子どもの数より少ないのはどうしてですか。 
（いくつでも○） 

 

１．子育てや教育にお金がかかりすぎるから 

２．家が狭いから 

３．自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから 

４．高年齢で産むのはいやだから 

５．健康上の理由から 

６．ほしいけれどできないから 

７．育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから 

８．周囲の家事・育児への協力が得られないから 

９．パートナーが望まないから 

10．子どもがのびのび育つ環境ではないから 

11．自分や夫婦の生活を大切にしたいから 

12．その他（                                 ） 
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くらしの状況についてうかがいます。 

 

問１９ あなたの世帯の収入状況についてお聞きします。昨年１年間（2023 年 1 月～2023 年

12 月）の家族全員の総収入額はいくらですか。 

※健康保険料や住民税などが引かれる前の金額でお答えください。ボーナス等の臨時収入、

児童手当、年金等も含めます。（１つだけ○） 
 

１．１００万円未満 

２．１００万円～３００万円未満 

３．３００万円～６００万円未満 

４．６００万円～９００万円未満 

５．９００万円以上 

 

問２０ あなたの世帯では、経済的な理由で、次のような経験をされたことがありますか。 

おおむね直近１年の間でお答えください。（いくつでも○） 
 

１．家族が必要とする食材を買えなかった 

２．医療機関の受診を控えた 

３．税金や保険料（医療・年金）の支払いが遅れた 

４．家賃やローンの支払いが遅れた 

５．電話代やインターネット通信料の支払いが遅れた 

６．家族が必要とする衣服や靴などを買えなかった（高価な衣服や貴金属、宝飾品を除く） 

７．電気料金の支払いが遅れた 

８．ガス料金の支払いが遅れた 

９．水道料金の支払いが遅れた 

10．金融機関に借金をした 

11．急な出費のための貯金が５万円を下回った 

12．保育料や授業料、給食費などの支払いが遅れた 

13．あてはまるものはない 

 

問２１ 現在、あなたが特に困っていることについてお答えください。（最大３つまで○） 
 

１．住居費 

２．生活費 

３．医療費 

４．現在の仕事 

５．家事 

６．子の教育 

７．子の発達 

８．自分の健康または家族の健康や介護 

９．特にない 
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子どもの育ちをめぐる環境についてうかがいます。 

 

問２２ 日頃、 あて名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（いくつでも○） 
 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５．いずれもいない 

 

 

満足度、自由意見等についてうかがいます。 

 

問２３ 豊岡市における、ここまで質問してきた子育ての環境や支援への満足度についてお答え

ください。（１つだけ○） 
 

 

満足度が低い       満足度が高い 

１  ２  ３  ４  ５ 

 

 

問２４ 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございました

ら、ご自由にご記入ください。 

 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

 

 
調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

切手は貼らずに同封の封筒に入れ、ご投函ください。 


